
〇第１分科会「地域学校協働活動による地域力の向上」
高知市立春野中学校 校長 小川 真悟 氏
つがる市教育委員会 社会教育委員長 葛西 貢造 氏

〇第２分科会「家庭教育支援・子育て支援の充実」
霧島市社会教育委員の会議 議長 新田 瑠璃子 氏
浦添市母子生活支援施設浦和寮 施設長 桃原 弘子 氏

〇第３分科会「人生100年時代を見据えた社会教育の在り方」
ふるさと黒部つむぐプロジェクト実行委員会 委員長 松野 健作 氏
東広島市教育委員会生涯学習課 課長補佐兼社会教育主事 福永 崇志 氏

〇第４分科会「社会構造の変化に伴う社会教育施設の役割」
吉賀町教育委員会 地域・人づくりコーディネーター 檜谷 邦茂 氏
岡山市教育委員会生涯学習課 公民館振興室 主査 友延 栄一 氏
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学校づくり・地域づくりに関わるすべての皆さんへの情報紙
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『多様性を生み出し“百万一心”の心根で未来をつくる社会教育!!』をスローガンに、令和４年10月26日～28日(26日は理事会等)に、広島市で第64回全国社会教育研究
大会広島大会 兼 令和４年度中国四国地区社会教育研究大会が開催されました。管内からは津山市、真庭市、勝央町の社会教育委員が参加され、「地域学校協働活
動」「家庭教育」「これからの社会教育の在り方」「社会教育施設」などそれぞれの分科会に分かれて、学びを深めました。今号は、大会を通じて参加者が感じたことや、各
市町村の活動へつなげるためのポイントについてご紹介します。

よりよい社会を創る当事者として、楽しくいき
いきと行動し、自己実現されている方々の講演
や発表でした。それぞれの活動は多様かつ地域
の特性に合ったものでした。「一緒に遊ぶ、一緒
に学ぶ、一緒に育つ」つながりづくりや、自ら楽しみ
体験することの大切さを再認識することができ、
学び直しの場になりました。

第２分科会では鹿児島県と沖縄県の発表がありまし
た。どちらの県も、教育と福祉が融合され一体と
なった活動でした。教育と福祉の枠を乗り越えて繫が
りながら、「地域の子どもは地域の大人が育てる！」とい
う心意気を持ち、正に“百万一心”の心根で、親子
の育ちを支えることができる家庭教育支援でありた
いものだと感じました。

社会教育委員としてこれから必要な事は、長
期的に何かを提案していく熱量や、花を咲かせる
のではなく土壌を作っていく根気だと感じました。
社会教育とは、生活する上で必要不可欠な社
会基盤でありインフラだというシンポジウム
の中での言葉には感銘をうけました。希望を
捨てず根気よく社会教育を実践していく決意
を固めるにふさわしい大会でした。

１ 開会行事
２ 記念講演

第６４回全国社会教育研究大会広島大会

広島サッカーの軌跡 ～百万一心の精神でつくる広島の未来～
株式会社サンフレッチェ広島 代表取締役社長 仙田 信吾 氏

３ シンポジウム
これからの時代を見据えた学びのデザイン

～ニューノーマル時代における社会教育の在り方～

・志々田 まなみ 氏
・小田 圭介 氏
・平尾 順平 氏
・山﨑 瑞穂 氏
・藤田 昌也 氏

個の学びを会議で共有!
大会参加した管内の市町は、後日
に学びを共有する場を計画されて
います。学びをアクションにかえ
る第一歩です。これは、この大会
に限らず大切な視点です。

長期的な視点で!
改選したら活動が振り
出しに戻らない長期的

な視点で進めていくこと
のできる取組を考えてい
くことが大切です。

社会教育委員の
活動の幅は広い!

【問合せ先】 津山教育事務所 生涯学習課 0868-24-8703

分科会のテーマのように、
取り組めるテーマは多種多様。
わが町の課題や強みを活かし
たテーマ設定を行い、活動を
前に進めましょう！

社会教育委員の
役割を活かす工夫を！

現状を振り返り、活動内容や会
議の回数など、次年度に向けて
の具体的な話し合いを今年度中
に早めに行うことが大切です。


